










要約:静岡県は、これまで、子どもの事故防止のための保健指導や安全チェックリストの

配布等の啓発・教育活動を積極的に行ってきたが、依然として不慮の事故による子どもの

死亡数は増加傾向にある。一方、平成9年度の母子保健事業の市町村移譲により、乳幼児

に対する保健指導が市町村に一元化されることに伴い、市町村における安全教育指導体制

の確立が求められている。このため、従来から子どもの事故防止のための保健指導に取り

組んでいるモデル市町村とその他市町村の 1歳 6ヵ月児の保護者を対象に子どもの事故防

止に対する意織調査を行い、効果的な安全教育とは何かを検討することとした。この結果、

事故の認識度、啓発資料の入手状況等については、いずれもモデル市町村がその他市町村

と比校し有意差がみられた。しかし事故経験の有無等については有意差は見られなかった。

また、保護者の約 30%が事故例・防止対策具体例の教示などの安全教育を希望しているこ

とから、今後は、事故防止安全グッズの紹介(貸出し)、親子で参加できる研修会の開催な

ど事故発生の防止に直接結び付く保健指導の工夫、子どもが安心して遊べる場の確保や子

どもにやさしい住宅環境づくり等事故防止のための安全対策の義務化など環境面からのア

プローチを検討する必要がある。


